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日 時 平成 28年 6月 23日（木）10:00～12:00 

会 場 市役所本庁舎 2階 会議室 

出席委員 鈴木聡士委員長、天羽 浩委員、谷本雄司委員、武者加苗委員 

欠席委員 なし 

市出席者 【企画財政部】中屋直部長、川村裕樹次長 

【企画課】橋本課長、柴主査、安井主事 

 

1.開会 

  「委員の過半数が出席していることから、委員会が成立していること」を確認した。 

 

2.会議録署名委員の選出 

委員長の指名により、天羽委員を第 20回推進計画委員会会議録の署名委員としたい旨

提案があり、了承された。 

 

3.議事 

【議案 1】重点プロジェクトに掲げる事業の進行管理について 

（１．子育て支援・人づくりプロジェクト） 

  事務局より各種事業の概要について説明 

 

＜重点プロジェクトに掲げる事業の進行管理について＞ 

○Ｃ委員 

妊産婦保健推進事業と妊婦健康診査通院支援事業について、重複した内容とも見受けられる

が、違うものなのか。 

 

○事務局 

妊婦健康診査通院支援事業については、第６章の地方創生の節で整理しているが、昨年策定

した総合戦略において、「子どもを産み育てたいという希望をかなえる」という基本目標に対

しまして、いくつかの事業を戦略に位置付けている。その一つが通院に要する費用を支援する

事業となっている。妊産婦保健推進事業と内容的に重なるところもあるが、事業の組み立てが

違うところもあるので、推進計画上、このような見せ方となっている。 

 

○Ｃ委員 

 推進計画の章が違うという事は、手当される財源が違うということか。６章第 1節は地方創

生関係の財源となるのか。 

 

○事務局 

 地方創生関係の事業については、国の交付金が予定されており、今後採択が決まっていくス

ケジュールとなっている。 

 

○委員長 

 重点プロジェクトは３つあるが、掲げているそれぞれの事業については、計画の中ではいろ

いろな章に振り分けられている。 
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○事務局 

 推進計画の６章第１節において「地方創生の推進」を謳っているが、先ほどの子育て・出産・

妊娠といった事業も従来の場所にも掲載しており、地方創生に関わる事業については、あえて

別枠として、章を起こしている。 

 事業的には推進していくものとしているので、実施するという前提のもと進行管理について

審議していただきたい。 

 

○委員長 

 ６章第１節に掲げられている事業は、基本的には総合戦略の事業ということか。 

 

○事務局 

 そのとおり。 

 

○Ａ委員 

 妊産婦保健推進事業の妊婦健康診査受診票について、知りたい。 

 

○事務局 

 妊娠中は医療機関で定期健診を受けることとなるが、その費用の一部を助成するもので、妊

婦一般健康診査で 14回、超音波検査で 6回の助成となっており、これらの助成をまとめて「妊

婦健康診査受診票の発行」としている。 

 

○委員長 

 受診率 97.5％という数値については、高い数値なのか。 

 

○事務局 

 受診率については、受診券の発行後に転出などもあるので、100％にはならない。市の受診

率は高い数値であるといえる。 

 

○Ａ委員 

 この事業の対象者は何人程度いるのか。 

 

○事務局 

 母子手帳が交付された方の人数では、平成２６年度が 313件、平成２７年度が 315件となっ

ており、概ね 300件程度である。 

 

○Ｂ委員 

 ファミリーサポートセンター事業については、登録者は何人いるのか。 
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○事務局 

 会員登録数は、616名となっている。 

 

○Ｂ委員 

 サポートする方の人数は。 

 

○事務局 

協力会員は 74名となっている。 

 

○Ｂ委員 

 利用実績は。 

 

○事務局 

 平成 26年度で 1,559件、平成 27年度で 1,038件となっている。 

 

○Ａ委員 

 この事業はどこで活動しているのか。 

 

○事務局 

協力会員の自宅や、登録会員の自宅などで行っている。サポートセンターでは協力会員のス

キルアップ講習会や、サポートの手配などを行っている。 

 

○委員長 

 非常に重要な事業と言える。 

 

○Ａ委員 

 保育園一時預かり事業の内容を知りたい。 

 

○事務局 

 保育園に入園していない子どもを対象に、保護者の事故や病気などで緊急的に保育が必要な

場合に利用できる事業となっている。 

 

○Ａ委員 

 何件の利用があるのか。 

 

○事務局 

 平日保育は平成 25年度で 784件、平成 26年度で 1,078件、平成 27年度で 659件、休日保

育は平成 25年度で 265件、平成 26年度で 186件、平成 27年度で 163件となっている。 
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○Ａ委員 

 北広島市において保育園の待機児童はいるのか。 

 

○事務局 

 現在のところ待機児童は０人である。 

 

○Ａ委員 

 保育園一時預りは、いつでも利用できるのか。例えば、今日利用したいといった場合、利用

できるのか。 

 

○事務局 

 事前登録が必要であり、３日前までに申し込む必要がある。 

 

○Ｂ委員 

外国語指導助手活用事業について、補助金が付いているのか。 

 

○事務局 

地方交付税の中で運用している事業となっている。 

 

○Ｂ委員 

 ２名の増員となっているが、数が足りないということか。 

 

○事務局 

 今まで中学校だけだったが、小学校にも拡大するものである。 

 

○Ａ委員 

 学校図書館活用事業について、各学校に図書館司書の配置は必須ではないのか。 

 

○事務局 

 必須ではない。本市では３名の司書が、中学校２校ずつを受け持っている。 

 

○Ａ委員 

 司書を配置することが効果的なのか。 

 

○事務局 

 専門的な部分からも、新しい図書を効果的に配置したり、各学校の在庫図書をネットワーク

で運用するなど、効果的だといえる。また、調べ学習などでも効果が上がっている。 
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○Ｂ委員 

図書館とうまく連携を図ることはできないか。 

 

○事務局 

どちらも教育委員会で行っている事業なので、連携は図られている。 

 

○Ｂ委員 

 小中一貫教育推進事業については、新規だが予算規模が小さいが、理由は何か。 

 

○事務局 

 平成３０年度からの実施に向けた準備を行うものであり、平成 28年度については、講演会

の開催や調査研究を行う予定としている。 

 

○Ｂ委員 

 平成 31年度には小中一貫の建物ができるとういうことか。 

 

○事務局 

 現状の北広島においては一小一中が多く、そのカリキュラムにおいての検討であり、今のと

ころ施設を合併させての計画ではない。一貫した９年間でのカリキュラムでの話しになってく

る。それを全ての小中学校で導入するものである。時間をかけながら進めていく事業であり、

総合戦略に位置付けたということは、北広島を売り込む教育の目玉の一つとしたい。 

 

○Ｂ委員 

 食農教室事業については、予算規模は小さいが、重点として位置づけられるものなのか。 

 

○事務局 

 予算規模は少ないが、人づくりという観点から重点に位置付けている。 

 

○Ｂ委員 

 重点に位置付けるということは、いろいろな人を巻き込む、そして意識を高めていく、そう

いったことが重点に位置付ける必要性といえる。 

 

○事務局 

 小学生を巻き込むなど、参加者を増やす新しい取り組みも必要といえる。 

 

○委員長 

 学校教育と連動したりして、やり方に工夫を持たせれば、本来の趣旨も生きてくる。事業の

考え方としては非常に重要といえる。 
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○Ｂ委員 

 図書館サービス提供事業における、高齢者への宅配サービスの利用件数は。 

 

○事務局 

 平成 26年度で 7名、147回の利用、貸出数では 736冊。平成 27年度では 7名、168回、860

冊の利用実績となっている。 

 

○Ａ委員 

 事業費で 2,000万円ほどとなっているが、どのくらいの図書を購入しているのか。 

 

○事務局 

 2,000万円については平成 28年度予算額だが、平成 27年度の実績では、1,800万円の支出

で 9,187冊購入している。平成 28年度も同規模の予算額を積算している。 

 

○Ａ委員 

 9,000冊くらいの入れ替えというのは、規模的に十分なのか。 

 

○事務局 

 現在、図書館の蔵書数は約 33万冊となっており、毎年 9,000冊から 10,000冊の購入をし入

れ替えている。充足しているかどうかは、現場の思いとしては、もう少し必要とも考えている

かもしれないが、予算の範囲内で運用している。 

 

○Ｃ委員 

 人権意識の普及啓発事業について、内容を見る限りすべてのことに触れているが、例えば毎

年のテーマを決めて実施していることはあるのか。 

 

○事務局 

 現状としては毎年違ったテーマで取り組むといった形にはなっていない。 

 

○Ｃ委員 

 それであれば提案だが、LGBT の方に対する偏見や差別の問題というのを捉えてはどうか。

札幌市では同性婚を認める証明書を出すような動きもあり、北広島市においても、表記だけで

も対応できるような取り組みが必要ではないか。このようなことを人権の中で扱っても良いと

考える。 

 

○事務局 

 担当課へも伝える。 
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4.その他（次回開催日程についてなど） 

 第 21回推進委員会（施設視察）の日程について 

＜事務局より視察場所の提案＞ 

 

 きたひろしま市民会議について 

 ＜事務局より手法等について説明＞ 

 

 次回の開催日程については 7月 15日で調整 

 

5. 閉会 

 

 

会議録署名委員                     


